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☆  タイプ                                                                                                            

☆                     コード１  :０６１３     ファイル  :ｄ６         版：＊                  区分数    :０２        

☆                     表記      :タイプ                                                                              

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

[慣用句等]

のような  

のように  

慣用表現  

他合成語１

他合成語２

備考      ＜別＞「タイプライター」の略としての「タイプ」は別見出しとする。

          ＜関＞｛型｝⊃０１、０２。

[区分  ０１／０２]

表記      タイプ

意味記述  （機械などの）型や型式。

意味素性１ ＫＮＤ

用例１    学校のミシンはうちのとタイプが違う。

連体文例  タイプの違いでこの機械はこのフロッピーを読み込めない。

被連体例  パソコンのタイプ，会社のタイプ，インフルエンザのタイプ，環境重視のタイプ，ＷＩＮＤＯＷＺ内蔵のタイプ。

被連体文例

Ｓ文例    ［ワープロソフトがあらかじめインストールされた］タイプのパソコンがよく売れているらしい。

Ｓト文例  

副文例    

サ変文例  

述１文例  

述２文例１ この機械は最新式のタイプだ。

述２文例２

述２文例３

述２文例４

異音同語  

参照語    

[区分  ０２／０２]

表記      タイプ

意味記述  人や物、事物を、ある類似性によってまとめた類型。

意味素性１ ＫＮＤ

用例１    人間には大きく分けて二つのタイプがある。



連体文例  教師が時代による学生のタイプの違いについて話した。

被連体例  

被連体文例

Ｓ文例    あの投手は［打たせて取る］タイプです。

Ｓト文例  

副文例    

サ変文例  

述１文例  

述２文例１ 彼は芸術家のタイプだ。

述２文例２

述２文例３

述２文例４

異音同語  

参照語    

備考      ＜参＞近年では、口頭語で、ある異性がその人の好みの類型に入ることを、「彼は私のタイプだ。」などのように言う。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊  タイプ                                                                                                            

＊                                                           区分番号  :０１／０２        素性数    :１               

＊ 表記      :タイプ                                                                                                  

＊ 意味記述  :（機械などの）型や型式。                                                                                

＊ 意味素性１:ＫＮＤ      用例１    :学校のミシンはうちのとタイプが違う。                                             

＊ 連体文例                         :タイプの違いでこの機械はこのフロッピーを読み込めない。                           

＊ Ｓ文例                           :［ワープロソフトがあらかじめインストールされた］タイプのパソコンがよく売れている 

＊                                   らしい。                                                                         

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

[意味情報  １／１]

素性      ＫＮＤ

関連｜同義

関連｜類義 型

関連｜対１

関連｜対２

関連｜対３

関連｜対４

助数詞    

[項の用法  １／１]

動詞｜ガ  │新しい／二つの／…★│ガ│できる，合わさる，一緒に｜なる。

          （ミシン）ニ│色々な／二つの／…★│ガ│ある，ない。



          （市場）ニ│新しい／色々な／…★│ガ│広まる，出回る，出される。

          ト│（家のミシンの／ソフトの／…）★│ガ│違う，異なる。

          カラ│（パソコンの／機械の／…）★│ガ│判る，判別できる。

動詞｜ヲ  ガ│（コンピューターの／機械の／…）★│ヲ│決める，決定する，選ぶ，選択する。

          ガ│二つの／…★│ヲ│合わせる，一緒に｜する。

          ガ，ニ│特定の／…★│ヲ│指定する，注文する，頼む。

動詞｜ニ  ガ│Ａ／…★│ニ／ト│なる。

          ガ│その／…★│ニ│属する。

          ガ，ヲ│Ａ／…★│ニ／ト│する。

動詞｜他  

動詞｜副ニ

形容｜ガ  ニ│その／…★│ガ│ふさわしい。

          ガ／ニ│特定の／…★│ガ│多い，少ない。

形容｜ニ  

形容｜他  

形容｜副ニ

名詞｜ガ  ト│★│ガ│同じだ。

          ニ│その／…★│ガ│適当だ，不適当だ。

名詞｜ニ  

名詞｜他  

[連体用法]

NP0ノ     －の違い。

NP0ナ     ×

NP0ノ／ナ ×

連体文例  タイプの違いでこの機械はこのフロッピーを読み込めない。

[連体被修飾用法１]

ノNP0     ＜範疇＞会社の－，政治システムの－，パソコンの－，情報の－，車の－，インフルエンザの－。

          ＜具体化＞非営利企業の－，環境重視の－，女性優遇の－，比例代表制の－，ＷＩＮＤＯＷＳ内蔵の－。

          ＜数＞４つの－。

ノNP0補   

～ノNP0   

他NP0     同じ－，違う－，いろいろな－，様々な－。

被連体文例

[連体被修飾用法２]

Ｓ平叙  ～る，～た

Ｓ文例  ［ワープロソフトがあらかじめインストールされた］タイプのパソコンがよく売れているらしい。



        ［スイッチを入れると自動的にワープロソフトが立ち上がる］タイプのパソコンが売り出されている。

        このエンジンは［有害な排気ガスをほとんど出さない］タイプです。

Ｓト平叙

Ｓト疑問

Ｓト文例

副平叙  

副文例  

備考    ［Ｓ］中には叙法表現（「ない」）があらわれることがある。

[述語用法２]

NPｘ素性  ＣＯＮ

NPｘ名詞句 この機械

NPｙ素性  ＳＴＡ

NPｙ名詞句 最新式

文型１    ○　ＮＰｘガ　ＮＰｙノ　ＮＰ０ダ

文例１    この機械は最新式のタイプだ。

文型２    ×

文例２    

文型３    △　ＮＰｙノ　ＮＰ０ガ　ＮＰｘダ

文例３    最新式のタイプはこの機械だ。

文型４    ×

文例４    

[形態情報  １／１]

合成語要素 たいぷ

要素表記  タイプ

補足      

合成｜名前 －分け

合成｜名後 新－，旧－

合成｜形  

合成｜動  

合成｜副  

合成｜他  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊  タイプ                                                                                                            

＊                                                           区分番号  :０２／０２        素性数    :１               

＊ 表記      :タイプ                                                                                                  

＊ 意味記述  :人や物、事物を、ある類似性によってまとめた類型。                                                        

＊ 意味素性１:ＫＮＤ      用例１    :人間には大きく分けて二つのタイプがある。                                         



＊ 連体文例                         :教師が時代による学生のタイプの違いについて話した。                               

＊ Ｓ文例                           :あの投手は［打たせて取る］タイプです。                                           

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

[意味情報  １／１]

素性      ＫＮＤ

関連｜同義

関連｜類義

関連｜対１

関連｜対２

関連｜対３

関連｜対４

助数詞    

[項の用法  １／１]

動詞｜ガ  ニ│二つの／色々な／…★│ガ│ある，ない。

          ニ│スポーツマン／色々な／…★│ガ│いる，いない。

          ガ，ト│★│ガ│違う，異なる。

動詞｜ヲ  

動詞｜ニ  ガ│外向型の／…★│ニ／ト│なる。

          ガ│粘着質の／…★│ニ│属する。

          ガ，ヲ│二つの／幾つかの／…★│ニ│分ける，分類する，入れる，当てはめる。

動詞｜他  

動詞｜副ニ

形容｜ガ  │古い／アンティークな／４気筒／…★│ガ│高い，安い，速い，遅い，軽い，重い。

形容｜ニ  

形容｜他  

形容｜副ニ

名詞｜ガ  │学生の／建物の／インフルエンザの／…★│ガ│３種類だ。

          ガ│★│ガ│同じだ。

名詞｜ニ  

名詞｜他  

[連体用法]

NP0ノ     －の違い。

NP0ナ     ×

NP0ノ／ナ ×

連体文例  教師が時代による学生のタイプの違いについて話した。

[連体被修飾用法１]



ノNP0     ＜性質＞学者の－，学究肌の－，実験家の－，実業家の－，キャリアウーマンの－，世話女房の－，男嫌いの－，癇

癪持ちの－，粘着質の－，外向型の－，好色家の－。

          ＜価値＞好みの－。

          ＜評価＞奥様好みの－，玄人受けの－。

          ＜範疇＞性格の－，気質の－。

ノNP0補   

～ノNP0   

他NP0     

被連体文例

[連体被修飾用法２]

Ｓ平叙  ～る

Ｓ文例  あの投手は［打たせて取る］タイプです。

        私は［電車の中でないと本が読めない］タイプなのです。

Ｓト平叙

Ｓト疑問

Ｓト文例

副平叙  

副文例  

備考    ［Ｓ］中には叙法表現（「ない」）があらわれることがある。

[述語用法２]

NPｘ素性  ＨＵＭ

NPｘ名詞句 彼，彼女

NPｙ素性  ＲＯＬ

NPｙ名詞句 芸術家，政治家

文型１    ○　ＮＰｘガ　ＮＰｙノ　ＮＰ０ダ

文例１    彼は芸術家のタイプだ。

文型２    ×

文例２    

文型３    △　ＮＰｙノ　ＮＰ０ガ　ＮＰｘダ

文例３    芸術家のタイプは彼だ。

文型４    ×

文例４    

備考      文型１より「ＮＰｘガ　ＮＰｙ　ＮＰ０ダ」（彼は芸術家タイプだ）の文型のほうが普通。

[形態情報  １／１]

合成語要素 たいぷ

要素表記  タイプ

補足      



合成｜名前 －別

合成｜名後 学者－，重役－，役人－，晩学－

合成｜形  

合成｜動  

合成｜副  

合成｜他  


